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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:p53 を介したアポトーシス誘導に役割を果たしていると思われます。,誘導:DNA 損傷によって誘導されます。,PTM:MAPK11 または MAPK14 によって Thr がリン酸化されます。,PTM:ストレス誘導 ZNHIT1 は主にタンパク質レベルで制御されます。,類似性:ZNHIT1 ファミリーに属します。,類似性:1 つの HIT 型ジンク フィンガーを含みます。,サブユニット:MAPK11 および MAPK14 と相互作用します。少なくともSRCAP、DMAP1、RUVBL1、RUVBL2、ACTL6A、YEATS4、ACTR6、ZNHIT1から構成されるクロマチンリモデリングSRCAP複合体の構成要素。,機能：p53を介したアポトーシス誘導に関与すると考えられる。,誘導：DNA損傷によって誘導される。,PTM：MAPK11またはMAPK14によってThrがリン酸化される。,PTM：ストレス誘導性ZNHIT1は主にタンパク質レベルで制御される。,類似性：ZNHIT1ファミリーに属する。,類似性：HIT型ジンクフィンガーを1つ含む。,サブユニット：MAPK11およびMAPK14と相互作用する。少なくともSRCAP、DMAP1、RUVBL1、RUVBL2、ACTL6A、YEATS4、ACTR6、ZNHIT1から構成されるクロマチンリモデリングSRCAP複合体の構成要素。,
	研究分野
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	1：1000に希釈したZNHIT1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1：20000に希釈した。

